
要　旨
　空知－エゾ帯の蝦夷東帯に属する日高町滝の沢下流部には，白亜紀前弧海盆堆積体である蝦夷層群下部層
準～中部層準の地層が露出している．両層準の境界部には特徴的な礫岩層が存在し，“滝の沢礫岩”と呼ばれる．
滝の沢礫岩はかつて “中部蝦夷層群” と “下部蝦夷層群” の不整合関係を示すものとされたが，横方向に連続
性の悪い重力流堆積物であり，不整合や “層群境界” となり得るようなものではない．蝦夷東帯南部地域では
中部層準基底相が低温高圧変成付加体を不整合におおっており，短期間存在した前弧リッジの形成を示して
いる．その少なくとも陸上部（岩清水古陸）は，日高地域までは連続していなかった．また，滝の沢礫岩お
よび周辺の砂岩中の砕屑物供給は，古期付加体＋珪長質深成岩と準同時性火山からもたらされたもので，混
合供給源を示している．

Abstract　
　In the Hidaka district situated in the Eastern Yezo Zone of the Sorachi-Yezo Belt, the lower and middle horizons of the 
Yezo Group which is the Cretaceous forearc deposits distribute along the lower stream of Takinosawa, Hidaka-cho. 
Characteristic conglomerate beds, Takinosawa Conglomerate, exist at the boundary part of the horizons. This conglomer-
ate had been once regarded as showing the unconformable relationship between the “Lower Yezo Group” and “Middle 
Yezo Group” . But the conglomerate is sediment-gravity flow deposits with poor lateral continuity, and does not indicate 
an unconformity, nor even a “group-level” boundary. In the southern part of the Eastern Yezo Zone, basal facies of the 
middle horizon unconformably overlies high-P/T metamorphosed accretionary complex, which shows the formation of a 
short-lived forearc ridge. At least a part above sea-level of the ridge (Iwashimizu Paleoland) has not extended to the 
Hidaka district. Clastic supply of the Takinosawa Conglomerate and surrounding sandstone has a mixed provenance of 
older Jurassic accretionary complex, felsic plutons and penecontemporaneous arc volcanics.
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図1．中央北海道南部地域の地質インデックス．赤い星印は滝の沢の位置を示す．
Fig. 1. Index map for the southern part of central Hokkaido. Red star mark: location of Takinosawa.



はじめに

　北海道中軸部に分布する蝦夷層群（Yezo Group）（松本，

1951）は，白亜紀島弧－海溝系で形成された前弧海盆堆

積体とされている（岡田，1979）．蝦夷層群は従来 “蝦夷

累層群（Yezo Supergroup）” と呼ばれ（Okada, 1983），伝

統的に三つあるいは四つの層群，下部蝦夷層群・中部蝦

夷層群・上部蝦夷層群（・函淵層群）からなるとされて

きた（松本，1951）．本論文では，この “＊部蝦夷層群”

という層序区分を使用せず，前二者に対して “蝦夷層群

下部層準（lower horizon）”・“蝦夷層群中部層準（middle 

horizon）” の呼称を使用する．これらは，累層－層群といっ

た規定された層序区分を意味せず，単に暫定的な呼称で

ある．この層序的問題については，考察の項で詳しく述

べる．なお，“層準” という語は，ある狭い範囲の地層の

レベルや境界面を通常指すが，ここではそのような意味

ではなく，地層の大まかな層位的上下範囲を示す語とし

て使用する．

　蝦夷層群中部層準には，従来からいくつかの地域で不

整合現象が報告されており，そのテクトニックイベント

に対して “中蝦夷地変”（猪間，1969）という名称が用い

られている．しかし，高嶋・鈴木ほか（1997）および高嶋・

西（1999）により，この不整合やそれを指示する “基底礫岩”

が，オリストストローム体あるいは土石流堆積物の内部

現象を誤認したものである可能性が指摘された．このよ

うな背景から，蝦夷層群中部層準の下部に見られる層位

的現象，例えば小山内・松下（1960）などにより記載さ

れた北海道南部地域のいくつかの “不整合露頭” を広域

的に検証する必要性が生じた．その結果，空知－エゾ帯

南部の静内－三石地域では，浅海成～陸成基底相を持つ

明瞭な不整合関係が再確認されている（川村ほか，1999；

Ueda et al., 2002）．この不整合関係は，下位地質体が低温

高圧型変成作用を受けた変成付加体であるという意味で，

テクトニックに重要な意味を持つ．しかし平取町以北～

蝦夷西帯～道北地域では，高嶋・西（1999）が指摘した

ように，蝦夷層群中部層準下底に不整合関係は認められ

ない．日高町滝の沢は，この層位現象が典型的に観察でき，

蝦夷層群下部層準～中部層準の層序学的問題点を理解で

きる重要な場所である．
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図 2．蝦夷層群の層序区分．川村・安藤（2010）を改変．オリジナルデータは，川口（1990），伊庭ほか（2005），Yoshida et 
al. (2010)，瀧ほか（2011），Takashima et al.(2004)，高橋・鈴木（1986），酒井・蟹江（1986）および独自データによる．
Fig. 2. Straitigraphic divisions of the Yezo Group. Modified from Kawamura and Ando (2010). Data from Kawaguchi (1990), Iba et 
al. (2005), Yoshida et al. (2010), Taki et al. (2011), Takashima et al.(2004), Takahashi and Suzuki (1986), Sakai and Kanie (1986) and 
original data.



地質概説

　北海道南部地域の空知－エゾ帯（Sorachi-Yezo Belt；君

波ほか，1986）は西から，蝦夷西帯・神居古潭帯・蝦夷東帯・

イドンナップ帯の４帯（Zone）に暫定的に細分される（川

村ほか，1999；植田，2007）（Fig. 1）．蝦夷西帯・東帯は，

白亜紀前弧海盆堆積体蝦夷層群の分布する地帯，神居古

潭帯・イドンナップ帯は白亜紀付加体の分布する地帯で

ある．神居古潭帯は特に，低温高圧変成岩と蛇紋岩体で

特徴づけられる．

　滝の沢を含む双珠別川～日高地域は蝦夷東帯の北部に

あたり，最下部に空知層群，その上位に蝦夷層群下部層

準から函淵層相当層にわたる地層が露出する（酒匂・小

山内，1962；高橋・鈴木，1986）．これらの地層は，大局

的に見ると西上位の単斜構造で累重している．蝦夷層群

の西側には神居古潭帯の付加体（ハッタオマナイ層・ニ

セウ層など）と蛇紋岩類が，東側にはイドンナップ帯の

付加体・緑色岩類が，それぞれ分布する．蝦夷層群は下

位から，双珠別川層・幌内沢層・パンケウシャップ川層（川

村ほか，2008）に区分される（Fig. 2）．後二者がそれぞ

れ高橋・鈴木（1986）の “上部蝦夷層群” および “函淵層群”

に相当する．

滝の沢の蝦夷層群下部～中部層準の層序

　日高町滝の沢（Fig. 3）は日高町千栄西方で沙流川に合

流する．下流部から北支流にかけて，蝦夷層群下部層準

～中部層準の双珠別川層が分布する．これらは，高橋・

鈴木（1986）に示されるように，断層や褶曲による層序

の欠如や重複なしに，ほぼ一連の分布を示す（Fig. 4）．

地層の走向は NW～ WNW で，北東傾斜北東上位の単斜

構造を示す．地層の傾斜は 30°～ 70°とやや変化が大きい．

沙流川と滝の沢合流点付近から下流の吊り橋付近までの

沙流川河床にかけて，双珠別川層の下位に “上部空知層群”

千呂露層に相当する泥岩／珪長質凝灰岩／凝灰質細粒砂

岩互層が露出している．両層の直接の関係は露出欠如に

より明らかではないが，滝の沢では蝦夷層群下部層準の

ほぼ最下部からの連続層序が露出していることになる．

下部層準の全層厚は 685 m，中部層準は，その下部のみで

あるが 505 m の層序を把握した（Fig. 5）．以下に，それ

らの概要を層序的下位から記述する．

下部層準

・厚層タービダイト砂岩　下部層準の下部に特徴的な，い

わゆる “富問 ( とみとい ) 砂岩型” の地層で，Takashima 

et al. (2004)のシューパロ川層礼振峰 (れふれっぷ )砂岩部

層に相当する．滝の沢ルートでは露出があまり良くない
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図 3．滝の沢の位置図．地形図は，国土地理院地図（電子国土Web）による．
Fig. 3. Locality map of Takinosawa. Map image from GSI (Geospatial Information Authority of Japan) Maps web page.
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図 4．滝の沢下流部のルートマップ．
Fig. 4. Geologic route map of the lower stream of Takinosawa. 
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図 5．滝の沢下流部の地質柱状図．
Fig. 5. Geologic column of the lower stream of Takinosawa. 



が，走向延長上の沙流川河床（岩石橋取水口付近）に良

好な露出がある．単層厚数十 cm～ 1 m程度で，さまざま

なソールマークを示す．級化構造を示さず，ほぼ塊状で

ある．薄い泥岩層を挟む．

・生物擾乱泥岩　淘汰の悪いシルト岩からなり，細粒砂質

ラミナをはさむ．掘り跡（burrow）タイプの生痕を多量

に含む部分がある．

・砂岩泥岩互層　砂岩層は単層厚最大 30 cm 程度．フルー

トキャストなどのソールマークを示す部分があり，典型

的なタービダイト互層である．厚さ数 m の特徴的な黒雲

母含有凝灰質粗粒砂岩層を１枚はさむ．

中部層準

・礫岩主体ユニット（滝の沢礫岩）　滝の沢北支流に模式

的に露出する．従来，“中部蝦夷層群” の基底礫岩とみな

されてきた岩相である．これについては，次章で詳しく

記載する．横方向の連続性に乏しく，滝の沢本流には露

出しない（Fig. 4）．

・中粒葉理砂岩　葉理の発達した淡緑灰色砂岩からなり，

葉理面に大量の炭化植物破片を含むことが特徴的である．

同様の岩相の砂岩は蝦夷層群中部層準の下部に各地で認

められており，“板状砂岩” と呼ばれる場合がある．

・珪長質凝灰岩　粗粒塊状で下底面は浸食面を持ち（Fig. 

6），水中火砕流堆積物あるいは高密度重力流堆積物と判

断される．いわゆる “丸山層相当層” であり，蝦夷層群

中のアルビアン後期の広域的な鍵層となっている岩相で

ある（例えば；Takashima et al., 2004）．

滝の沢礫岩

　滝の沢北支流の林道沿いの双珠別川層中に，シルト岩

／砂岩互層の上に礫岩を主体とするユニットが載る露頭

が観察される（Fig. 7）．その概略は川村ほか（1999）で

記載されており，高嶋・西（1999）にやや詳しい層序学

的記載がある．これを “滝の沢礫岩” と呼ぶ（Fig. 8）．蝦

夷層群中部層準の基底部（“中部蝦夷層群下部層”；高橋・

鈴木，1986）に相当する．滝の沢礫岩の下位のシルト岩

／砂岩互層中の砂岩層には，波状～低角斜交葉理構造を

示すものがある．
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図6．蝦夷層群中部層準の珪長質凝灰岩．Ft: 厚層塊状珪長質凝灰岩層 . Ms: 葉理シルト岩．点線は珪長質凝灰岩層の下底．
弱い浸食構造を示す．位置は図４参照．
Fig. 6. Felsic tuff in middle horizon of the Yezo Group. Ft: thick massive coarse-grained felsic tuff bed. Ms: laminated mud-
stone and siltstone. Dashed line: basal plane of the felsic tuff bed showing weak erosional surface. For the location, see Fig. 4.
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図 7．滝の沢礫岩の露頭パノラマ．Cg：滝の沢礫岩．MS：泥岩
細粒砂岩互層．Ss：厚層葉理砂岩層．位置は図４参照．
Fig. 7. Panoramic photo of the outcrop of the Takinosawa Con-
glomerate. Cg: Takinosawa Conglomerate. MS: alternation of mud-
stone and fine sandstone. Ss: thick laminated sandstone. For the local-
ity, see Fig. 4.

図 8．滝の沢礫岩の柱状図．川村ほか（1999），川村（2010a）を
基に作成．
Fig. 8. Columnar section of the Takinosawa Conglomerate. 
Modified after Kawamura et al. (1999) and Kawamura (2010a).
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図 9．滝の沢礫岩の露頭写真．A：滝の沢礫岩（Cg）と下位の泥岩砂岩互層（MS）との累重関係．B：滝の沢礫岩の下底面．
Ss：厚層葉理砂岩層．A,B のスケールは長さ約 35 cm のハンマー．C：グルーブキャスト（ツールマーク）を示す滝の
沢礫岩層の下底面．位置は図7参照．キャストの端部に小礫が位置することに注意．矢印はそれにより推定される流向．
Fig. 9. Outcrop photos of the Takinosawa Conglomerate. A: Takinosawa Conglomerate (Cg) and underlying alternation of 
mudstone and mudstone (MS). B: close-up view of the basal plane (BP) of the Takinosawa Conglomerate. Ss: thick laminated sand-
stone bed. Scale for A and B: a hammer ca. 35 cm in length. C: groove cast (tool marks) on the basal plane of the Takinosawa Con-
glomerate. Note small pebbles at the end of the cast. White arrow: inferred flow direction.



　滝の沢礫岩は３枚の礫岩層を含む礫岩主体ユニットで

（Fig. 8），下位から，級化礫岩層・砂岩礫岩薄層を挟む成

層シルト岩層・無構造礫岩層・成層シルト岩層・弱成層

礫岩層・含礫泥岩／礫岩混合相からなり，上位に厚層理

中粒砂岩層が重なる（川村ほか，1999；川村，2010a）．ユニッ

トの全層厚は 25 mである．下位の蝦夷層群下部層準（“下

部蝦夷層群”；高橋・鈴木，1986）との境界はほぼ平面的で，

大きな侵食構造は認められない（Fig. 9-A,B）．礫岩層の基

底部には，小規模なグルーブキャスト（ツールマーク）

が見られる（Fig. 9-C）．キャストとその末端にある礫の

位置関係から，流向は礫岩下底面に向かって左上⇒右下

と判断され，層理面を水平に戻すと西北西方向からの供

給を示すと考えられる．礫径は最大 20 cm，礫形は円～亜

円礫で淘汰は比較的良い（Figs. 10,11）．基質は淘汰の良

い中粒砂で，礫の多くは接触しているが，一部に基質支

持構造を示すところもある（Fig. 11）．

　礫岩中に含まれる礫種（Fig. 11）は，発泡玄武岩（Fig. 

12-A）・カンラン石？玄武岩（Fig. 12-B）・単斜輝石安山

岩（Fig. 12-C）・普通角閃石デイサイト（Fig. 12-D）・石英

斑岩（Fig. 12-E）溶結凝灰岩～流紋岩（Fig. 12-F）・珪質

泥岩～珪長質凝灰岩・石英閃緑岩（Fig. 12-G）・含貝殻石

灰質シルト岩～砂岩・ウーイド石灰岩（Fig. 12-H）・石英

長石質砂岩（Fig. 12-I）・灰色チャート・赤色チャートな

どである．チャートには変形した放散虫殻が含まれる

（Fig. 12-J）．石灰質シルト岩～砂岩の礫には，外型が不定

型で基質との境界が不明瞭な同時礫の形態を示すものが

ある（Fig. 11）． 

　滝の沢礫岩は，礫質タービダイトあるいは礫質デブリ

フロー堆積物などの重力流堆積物と考えられる（川村ほ

か，1999）．滝の沢礫岩の側方連続性は悪く，滝の沢本流

では蝦夷層群下部層準の上に礫岩相を欠いて蝦夷層群中

部層準の厚層理葉理砂岩層が直接載っていると考えられ

る（Fig. 4）．このことから，両層準は整合関係にあると

考えられる．なお，高嶋・西（1999）は，礫岩層の上下

の泥岩から，Grobigerinelloides ferreolensis 群集に属する

浮遊性有孔虫化石の産出を報告しており，その時代をア

プチアン／アルビアン境界付近とみなしている．

蝦夷層群中部層準砂岩中の砕屑性ザクロ石

採取サンプル：　滝の沢礫岩の上位に露出する厚層理中

粒砂岩層（Fig. 4）．

検討手法：　採取した砂岩サンプルをジョークラッシャー

を用いて破砕し，メッシュによる篩い分けを行い 
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図 10．滝の沢礫岩の典型的岩相を示す露頭面．スケールは長辺約 8 cm．
Fig. 10. Outcrop surface showing typical appearance of the Takinosawa Conglomerate. Scale: ca. 8 cm at the long side.
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図 11．滝の沢礫岩の切断研磨標本．北海道大学総合博物館所蔵標本（S-00001）．川村信人ほか採集．
Fig. 11. Cut and polished specimen of the Takinosawa Conglomerate. The specimen (S-00001) is stored in the Hokkaido 
University Museum, collected by M. Kawamura et al.
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図 12．滝の沢礫岩中の
礫の顕微鏡写真．A：
玄武岩，B：カンラン
石？玄武岩，C：単斜
輝石安山岩，D：普通
角閃石デイサイト，E：
石英斑岩，F：流紋岩，
G：石英閃緑岩，H：ウー
イド石灰岩，I：石英質
砂岩，J：圧力溶解劈開
を生じた変形放散虫
チャート．
Am： 発泡痕，Ol: カン
ラン石？仮像，Hb： 普
通角閃石仮像，Cp： 単
斜輝石，Cp?： 単斜輝
石？仮像，Qz： 石英，Pl： 
斜長石，Kf： アルカリ
長石．
A, B, D, F, J：開放ポラ
ラ イ ザ ー．C, E, G, H, 
I：直交ポラライザー．
スケールはすべて 1 
mm．
Fig. 12. Photomicro-
graphs of the pebbles 
i n  t he  Tak inosawa  
C o n g l o m e r a t e .  A :  
basalt, B: olivine basalt, 
C: clinopyroxene andes-
ite, D: hornblende dacite, 
E: quartz porphyry, F: 
rhyolite, G: quartz dio-
rite, H: ooid limestone, I: 
quartzose sandstone, J: 
deformed radiolar ian 
chert with pressure solu-
tion cleavage.
Am: amygdule, Ol: oliv-
ine? (pseudomorph), Hb: 
h o r n b l e n d e  
( p s e u d o m o r p h ) ,  C p :  
c l inopyroxene ,  Cp? :  
c l i n o p y r o x e n e ?  
( p s e u d o m o r p h ) ,  Q z :  
quartz, Pl：plagioclase, 
Kf: alkali feldspar.
A,B,D,F,J: open polariz-
ers. C,E,G,H,I: crossed 
polarizers. Scales: all 1 
mm.



#150-250 の粒度の粉末試料を作成した．この試料から，

重液（テトラブロモエタン : 2.9 g/cm3）により重鉱物を分

離した．鉱物化学組成分析は，北海道大学共同利用施設

エネルギー分散・波長分散蛍光 X 線分析研究室に設置さ

れている EPMA（JEOL JXA-8900R）を用い，粉末試料か

ら作成した薄片内のザクロ石粒子に含まれる 11 元素（Si, 

Ti, Al, Cr, Ni, Fe, Mn, Ca, Na, K）の含有量を測定した．分

析条件は，加速電圧 15 kV, 電流値 20 nA, ビーム径 0 μm

である．得られたデータは ZAF法により補正している．

砕屑性ザクロ石の組成：　パイロープ成分に富むアルマ

ンディン，アルマンディン，スペサルティン成分に富む

アルマンディンを主体とする．これを Pyp - (Alm+Sps) - 

(Gro+And) 三角図（Fig. 13A）で見ると，分析値の多くが

Pyp - (Alm+Sps) 辺 に 沿 っ た 分 布 を 示 し，少 量 が 

(Gro+And) 成分に富んだ領域にプロットされる．パイロー

プ成分の最大値は 43 mol% である．このような特徴は渡

島帯砂岩中の砕屑性ザクロ石の特徴（川村ほか，2000）

とよく似ているが，渡島帯砂岩には (Gro+And) 成分に富

んだものは見られない．これをパイロープ mol% の頻度

分布グラフ（Fig. 13B）で見ると，20 – 24 % にピークを

持つブロードな分布を示し，32 – 36 % のところに弱いサ

ブピークを持つ．この特徴は，渡島帯砂岩のそれとよく

一致するが，渡島帯砂岩の最頻ピーク（0 - 4 %）は滝の

沢の蝦夷層群中部層準砂岩には見られない．

蝦夷層群下部層準中の含貝殻片礫岩

　滝の沢に分布する双珠別川層の最下部，厚層理タービ

ダイト砂岩のすぐ上の層準（Figs. 4,5）に，特徴的な含貝

殻片礫岩層が露出している（Fig. 14）．厚さは約 30 cm．

日高町滝の沢の蝦夷層群下部～中部層準の層序と岩相
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図 13．滝の沢蝦夷層群中
部層準砂岩中の砕屑性ザ
クロ石の化学組成．A：
P y p  -  ( A l m + S p s )  -  
(Gro+And) 三 成 分 図．
Pyp：パイロープ，Alm：
アルマンディン，Sps：ス
ペサルティン，Gro：グロ
シュラー，And：アンドラ
ダイト．B：パイロープ
mol% の頻度分布図．渡島
帯砂岩のデータは川村ほ
か（2000）による．
Fig. 13. Chemical compo-
sition of detrital garnets in 
the sandstone of middle 
horizon of the Yezo Group 
at Takinosawa. A: Pyp - 
(Alm+Sps)  -  (Gro+And) 
ternary plots. Pyp: pyrope, 
Alm: almandine, Sps: spes-
sartine, Gro: grossular, And: 
andradi te .  B:  f requency 
histogram for pyrope mol% 
of the garnets in the Takino-
sawa sandstone. Data for the 
Oshima Belt sandstone after 
Kawamura et al. (2000).
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図 14．蝦夷層群下部層準に挟在する含貝殻片礫岩層．A：礫岩単層．スケールは長辺約 8 cm．露頭位置は図４参照．
赤四角はBの撮影位置．B：単層上部の貝殻密集部．スケールの単位はcm．C：貝殻密集部の切断研磨標本．Mc：泥クラスト．
D – H：生砕物の顕微鏡写真．D: トリゴニア類の貝殻片．E: トリゴニア類の貝殻片の外表面に付着したゴカイ類の石灰
質棲管．F: ゴカイ類の石灰質棲管．G:（未同定）．H: ストロマトポロイド？（未同定）．D,E,G,H：開放ポラライザー．
F：直交ポラライザー．
Fig. 14. Outcrop and specimen of the conglomerate with shell fragments in the lower horizon of the Yezo Group. A: 
whole view of the conglomerate bed. Scale is ca. 8 cm at the long side. For locality, see Fig. 4. Red square shows a position of B. B: 
shelly upper part of the conglomerate bed. Scale in cm. C: cut and polished specimen of the shelly part. Mc: mud clasts. D - H: pho-
tomicrographs of bioclasts. D: trigoniid shell fragment. E: calcareous tubes of polychaetes attached on outer surface of a trigoniid 
shell. F: calcareous tube of polychaetes. G: (unidentified). H: stromatoporoid? (unidentified). D,E,G,H: open polarizers. F: crossed 
polarizers.



礫岩層の下位は黒色泥岩，上位は中粒砂岩と泥岩の互層

である．礫は石灰質泥岩を主体とし，灰色～黒色チャート・

珪長質凝灰岩などの円礫～亜角礫を含み，不淘汰である

（Fig. 14-A）．礫径は礫層中央部でもっとも大きく，礫層

下底部で逆級化，礫層全体としては正級化構造を示し

（Fig. 14-A），上部の中粒砂岩に漸移する．下底部付近で

は礫のインブリケーション状構造が認められる（Fig. 

14-A）．貝殻片は礫層上部に濃集している（Fig. 14-B,C）．

また，単層上部に不定型の黒色泥クラストを含む（Fig. 

14-C）．基質は円磨度・淘汰度のあまり良くない砂岩で，

粒子間に炭酸塩セメントが発達する．

　単層内は未分化であり明瞭な成層構造や葉理を示さず，

高密度混濁流堆積物あるいはデブリフロー堆積物と考え

られる．貝殻片を含むこのような堆積物の起源として，

ストームに起因する可能性が想定できるだろう．例えば

Mahar (1989) はスピッツベルゲンの下部ジュラ系の浅海成

層の中から，厚さ 1 m 以下の特徴的な不淘汰礫岩層を報

告し，その起源を “mega-storm turbidite”であるとしている．

伊庭ほか（2005）は道北中川地域の蝦夷層群下部層準の

最下部から Orbitolina 石灰岩礫を含む礫質重力流堆積物を

報告している．本地域の礫岩からはいまのところ

Orbitolina は発見されておらず，中川地域の礫岩は貝殻片

を直接に含まないなど，いくつか相違する点があるが，

両者は層準や堆積機構が類似しており関連性が想起され

る．

　含まれる貝殻片はトリゴニア類とカキ類で，両者とも

に離弁しており，殻の向きもランダムである（Fig. 14-B,C）．

顕微鏡下では，トリゴニア殻の外表面に付着したゴカイ

類の石灰質棲管が多数認められる（Fig. 14-E）．そのほか

各種の石灰質生砕物が認められる（Fig. 14-D,F,G,H）が，

現在のところ未同定である．

考　察

１．蝦夷層群下部・中部層準の層序

　松本（1951）は，それまでの “菊石層群” を蝦夷層群

（Yezo Group）と改称し，それをさらに下部蝦夷層群・中

部蝦夷層群・上部蝦夷層群に区分した．中部蝦夷層群の

下底は “１種の不整合面” と表現され，広域的な層群境

界を構成するものとされた．松本（1951）は，蝦夷層群

とその下位カテゴリーの “＊部蝦夷層群” との階層関係

を明示してはいないが，事実上前者を “累層群”，後者を “層

群” とみなした書き方となっている．Okada (1983) はこの

点を整理し，蝦夷層群を蝦夷累層群（Yezo Supergroup）

とした．なお，“累層群” は現在の『地層命名の指針（日

本地質学会 http://www.geosociety.jp/name/content0001.html）

』にしたがうと “超層群” となる．

　しかし，『地層命名の指針』にもある通り，地層の命名

は「層あるいは累層（formation）を基本単元とする」も

のであり，累層カテゴリーがその内部に存在しない層群

は，いわば “裸名（nomina nuda）”に相当すると考えられる．

中川地域や夕張地域あるいは浦河地域のように，累層区

分が明快になされた上で層群に統合されている地域もあ

るが，それ以外の特に蝦夷東帯に属する地域では，累層

区分がなされないままに，その一般的な岩相から “＊部

蝦夷層群” と大まかに区分されているだけの地域もある．

その代表的なものが，高橋・鈴木（1986）による日高地

域の層序区分であろう．また，累層区分が行われていても，

他地域の累層名を当てはめたに過ぎないと思われる地域

もある． 

　滝の沢下流部の層序と “＊部蝦夷層群” スキームとの

対応関係には，二つの考え方がある．既に述べたように，

高橋・鈴木（1986）では，下位を不整合におおう礫岩な

どの粗粒砕屑岩層（≒滝の沢礫岩）をもって中部蝦夷層

群の基底（M/L 境界；Fig. 5）とし，その下位を下部蝦夷

層群としている．これに対して，高嶋・西（1999）は，

この岩相境界は不整合ではないとして，M/L 境界は夕張

地域と同様にこの層序的上位の珪長質凝灰岩層（丸山層

相当層）の下底にあるとしている（Fig. 5）．また彼らは，

滝の沢礫岩の上位下位層準の時代をアプチアン／アルビ

アン境界付近とし，滝の沢礫岩が “蝦夷層群下部” のメ

ンバーであるとも述べている．これらの考え方のどちら

が適切かは，研究の目的や手法にもよるので一長一短が

あり，どちらとも言えない．しかし少なくとも，このよ

うな層序に対して “中部蝦夷層群” と “下部蝦夷層群” の

層群境界を導入することは不可能であろう．本論文では，

高橋・鈴木（1986）の区分を踏襲しているが，層群区分

は採用せず，暫定的な “層準” の表現を使用している．

　“蝦夷累層群” を三つの層群に区分するやり方は，蝦夷

層群研究の初期には意味のあるものであり，現在も一定

の利便性を持っているが，累層区分を基本とする観点か

らは弊害がきわめて大きく『地層命名の指針』にも合致

しない点があるため，先取権はあるが用いるべきではな

い．これまでの蝦夷層群の層序的研究の中で，“＊部蝦夷

層群” というある意味で慣習的な層序区分が実体以上の

層序的特徴・意義を付与されていたことはいなめない．

　このような現状に対しては，例えば，本山ほか（1991）

や Takashima et al. (2004) による夕張地域蝦夷層群などの

オーソドックスな累層区分が良い指針となっている．こ

れらは，彼らが意図したかどうかにかかわらず，上記の
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ような状況に対するアンチテーゼとなっている．すなわ

ち，累層区分が暫定的・未着手の地域については早急に

層序学的再検討を行ない，従来の先入観にとらわれず累

層・部層区分を新たに行っていく必要がある（川村ほか，

2008）．その過程には，特に珪長質凝灰岩層による鍵層対

比が大きな役割を果たし，ジルコン U-Pb 年代による時代

決定が大きな武器となっていくだろう．それによって蝦

夷層群の層序に関する見方が大きく変わっていく可能性

がある．Fig. 2 のような層序対比試案は，単に通過点に過

ぎない．例えば，Fig. 2 で鍵層として図示した丸山層およ

びその相当層の珪長質凝灰岩層（後期アルビアン；

Takashima et al., 2004）の層準は，累層区分に対して斜交

しているように見える．もしそれが事実であれば，従来

の累層区分は同時間面に対してかなりの程度斜交してい

る（diachronous）ことになる．しかし露出の離れた各地

域の珪長質凝灰岩層の対比は多かれ少なかれ “人為的”

なものとならざるを得ない．化石年代データだけではな

く，絶対年代データの蓄積がそれを解決する手段となろ

う．

　川村ほか（2008）は，浦河地域を除く蝦夷東帯に分布

する蝦夷層群の層序区分試案を示したが，“双珠別川－日

高地区” では，蝦夷層群の下部層準と中部層準は “双珠

別川層” に一括されている．蝦夷東帯の他地域において，

これらの層準がその岩相的特徴からいくつかの累層に区

分されている場合がある（例えば；酒匂・小山内，1962）が，

別の地域の層序や名称を単に援用していると考えられる

場合もある．日高地域の蝦夷層群下部・中部層準の累層

区分についてはこれからの課題であるが，“双珠別川層”

はあくまでも暫定的区分であり，Takashima et al. (2004) の

夕張地域での区分を参考にすれば，新たに複数の累層・

部層に区分できる可能性がある．しかしその基礎となる

層序学的・年代学的データは，まだ不足している．

　いずれにせよ，蝦夷層群下部層準～中部層準の下部が

堆積したアプチアンからアルビアンにかけて約 25 myrsと

いうかなり大きな年代幅の中で，蝦夷層群という地質体

は時間的・空間的に多様なヒストリーを辿っている．そ

れを “下部蝦夷層群・中部蝦夷層群” という伝統的な層

序ステレオタイプの中に閉じ込めてしまっては，『エゾ前

弧海盆のテクトニクス』の実態は見えてこないだろう．

２．エゾ前弧海盆のテクトニクス

　蝦夷東帯の南部地域，春別川および三石川地域では，

蝦夷層群中部層準（春別川層）の陸成～浅海成粗粒基底

相が，下位の岩清水コンプレックスの変成付加ユニット

や蝦夷層群下部層準を不整合に覆っている（川村ほか，

1999；Ueda et al., 2002）．このことは，アルビアン前期

（110 Ma 前後）に，エゾ前弧海盆内に変成付加体が上昇

し狭い陸域（岩清水古陸）を短期間形成していたことを

明瞭に示している（Fig. 15）．このような前弧海盆内の隆

起帯は “前弧リッジ（forearc ridge）” と呼ばれる（Pavlis 

and Bruhn, 1983）．前弧リッジが低温高圧変成岩体を伴っ

て上昇陸化した現世の実例としては，エーゲ海の Hellenic 

Arc から報告された例がある（Marsellos et al., 2010）．岩

清水古陸のケースでは，その上昇速度は 0.1 cm/y 程度で
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図 15．アルビアン（約 110 Ma）のエゾ海盆のテクトニクス・古地理模式図．川村ほか（1999），川村（2010b）を基に
本論文のデータを加味して作成．
Fig. 15. Tectonic and paleogeographical scheme for the Yezo Basin in Albian time (ca. 110 Ma).  Based on and modified 
after Kawamura et al. (1999), Kawamura (2010b) with the data of this study.



あったと考えられ（Ueda et al., 2002），衝突山脈に匹敵す

るオーダーの変動量を示す．

　一方，蝦夷東帯の北部地域にあたる滝の沢－双珠別川

地域では，蝦夷層群中部層準基底に相当する部分に不整

合は観察されず，下位の蝦夷層群下部層準との間に礫質

重力流堆積物，あるいはそれらの崩壊堆積体を挟んで基

本的に整合的な関係にある．このことは，前弧リッジの

少なくとも陸上部（岩清水古陸）が春別川地域以南に限

定されていることを示しており，その北方には海域が存

在したものと考えられる（Fig. 15）．なお，川村ほか

（1999）によって報告された額平川地域の蝦夷層群中部層

準と下部層準の不整合関係は，海進ラグ堆積物と解釈さ

れる含貝殻破片礫質岩と下位の海成層との接触関係であ

り，狭義のテクトニックな不整合関係を示すものかどう

か疑わしい．

　岩清水古陸が，渡島帯～礼文－樺戸帯の陸域から完全

に分離した島だったのか，それとも陸域に接続した半島

の一部であったのかは，まだ分かっていない．前弧海盆

内での相対的位置もまったく不明である．なお，この時

期の夕張地域は，岩清水古陸北方の沿岸部に相当するも

のと考えられる．

　滝の沢礫岩が堆積した時代（アプチアン後期～アルビ

アン）の近辺には，①蛇紋岩砂岩・礫岩（吉田ほか，

2003；Yoshida et al., 2010），②大規模なオリストストロー

ム（崕 ( きりぎし ) 山オリストストローム；Takashima et 

al., 2004），③低温高圧変成付加体を不整合におおう蝦夷層

群中部層準（川村ほか，1999；Ueda et al., 2002）といった，“非

定常的” な堆積層序現象が集中している（Fig. 2）．このこ

とは，この時期になんらかのテクトニックな不安定性

（instability）が存在していたことを示す．この点について

は，新井田・紀藤（1986）の『およそ 110～ 100 Ma 頃，

前弧海盆は蛇紋岩メランジュの上昇・迸入によって局所

的に隆起・破壊され』という記述は極めて先進的なもの

である．しかし，その要因が “蛇紋岩メランジュの上昇”

なのかについては，議論が必要であろう．今後その要因

の解明が期待される．

３．砕屑物供給

　高嶋・鈴木ほか（1997）は，滝の沢礫岩と同層準にあ

りその崩壊堆積体と考えられる双珠別川のオリストスト

ローム（双珠別スランプ体；川村ほか，1999）中の礫岩

ブロックに含まれるチャート礫の放散虫・コノドント年

代（三畳紀中期～ジュラ紀後期）や岩質から，それらが

渡島帯をはじめとする西方のジュラ紀付加体から供給さ

れたものと考えた．我々の検討でも，滝の沢礫岩から，

珪長質深成岩・片理（圧力溶解劈開）を生じたチャート・

石英に富んだ石英長石質砂岩などの砕屑粒子が見出され

ており（Fig. 12-G,I,J），これらはジュラ紀付加体である渡

島帯の構成岩相（川村ほか，2000）との強い類似性を持っ

ている．また珪長質凝灰岩礫は円礫であり（Fig. 11），礫

岩堆積時には固結していたと考えられ，同様に古期付加

体起源の可能性もある．

　一方，再結晶のほとんど見られない玄武岩・安山岩・

珪長質火山岩などの砕屑粒子は，堆積場近傍の準同時的

な火山作用に由来したと考えられる．その第一候補は空

知－エゾ帯の西方に隣接する礼文－樺戸帯である．しか

し，礼文－樺戸帯には，溶結凝灰岩～流紋岩のような珪

長質陸上火山岩や花崗岩類などの珪長質火成岩は分布し

ない（永田ほか，1986；池田・小松，1986；近藤，1991）ので，

それらはさらに西方の渡島帯に由来する可能性が高い．

ただし現在の渡島帯では，花崗岩類は広範囲に分布して

いるが，珪長質火山岩などの島弧上部構造は浸食により

失われている（unroofing）．また，滝の沢礫岩中に石灰質

泥岩やウーイド石灰岩の（準）同時礫を含むことは，礫

岩の堆積域の西方，おそらく火山弧の前面に，温暖な炭

酸塩浅海堆積場が存在していたことを強く示唆している

（Fig. 15）．

　中部層準砂岩中の砕屑性ザクロ石のパイロープ成分に

富んだアルマンディン（パイロープ成分 30 mol% 以上）は，

グラニュライト相程度の変成を受けた砂泥質片麻岩起源

であると考えられる（例えば；寺岡，2003；Krippner et 

al., 2014 など）．日本列島では先白亜紀あるいは先ジュラ

紀の砂泥質グラニュライトの分布は非常に限られており，

特に東北日本にはその分布がない．したがって，このよ

うなザクロ石粒子の供給源として，広範囲に高度変成を

受けた先カンブリア紀アジア大陸東縁部（＝南北中国地

塊）基盤岩（竹内，2000 など），およびそこから砕屑物供

給を受けたジュラ紀渡島帯砂岩（川村ほか，2000）から

のリサイクルが挙げられる．中部層準砂岩と渡島帯砂岩

のパイロープ mol% の頻度分布は，0-4 % の最頻ピークを

除くと非常によく似ている（Fig. 13）．ジュラ紀中期から

白亜紀アルビアンまでの約 80 myrs の間に砕屑物供給がほ

とんど変化しなかったとは考えにくいので，この類似性

は中部層準砂岩への西方からの砕屑物供給が，アジア大

陸東縁部からの直接供給ではなく，渡島帯砂岩のリサイ

クルであった可能性が高いことを示唆する．ただし，渡

島帯砂岩に見られる 0-4 % 最頻ピークがなぜ中部層準砂

岩に見られないのかは説明できない．

　以上のことから，蝦夷層群中部層準の砕屑物供給は，

西方に存在する古期付加体と珪長質深成岩からの供給お
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よび準同時性火山性供給という混合供給源（mixed 

provenance）を示していることになる（Fig. 15）．しかし，

その詳細はまだ明らかにはなっていない．また，岩清水

古陸の構成岩体である低温高圧変成岩体や，その周縁部

に存在した緑色岩を主体とする前弧海洋性基盤（空知層

群）および蝦夷層群下部層準砂岩からの供給があったか

どうかも現時点で不明である．

謝辞　下部層準の含貝殻片礫岩中の化石・生砕物につい
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にご教示いただいた．記して謝意を表する． 
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